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事
業
報
告

目
的
で
あ
っ
た
会
員
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
参
加
人
数
に
つ
い
て
は
、
目
標
と
し
て
い
た
１
０
０
名
を

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
更
に
参
加
者
数
が
増
え
る
よ
う
な
企

画
・
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

会
員
親
睦
委
員
会
委
員
長
　
斎
藤
　
克
二

平
成
15
年
新
年
互
礼
会

日
　
　
時：

平
成
15
年
１
月
24
日
（
金
）
18：

30
〜
20：

30

開
催
場
所：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
　
４
階
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル

出
席
者
数：
１
０
１
名
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ま
ち
づ
く
り
や
身
近
な
社
会
貢
献
活

動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
方
を
講

師
に
お
招
き
し
て
、
今
後
の
我
々
の

活
動
の
一
助
と
す
る
こ
と
、
併
せ
て
、

卒
業
生
に
す
て
き
な
音
楽
を
贈
り
お

祝
と
し
ま
す
。

文
化
研
究
委
員
会
委
員
長

佐
々
木
　
祐
二

３
月
例
会
・
卒
業
式
・
卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

日
　
　
時：

平
成
15
年
３
月
28
日
（
金
）
18：

00
〜
21：

00

開
催
場
所：
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
　
４
階
「
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
」

内
　
　
容：
１．

３
月
例
会

・
講
演
会

マ
イ
ハ
ー
ト
倶
楽
部
　
代
表
　
沖
田
　
孝
司
　
氏

・
演
奏
会

沖
田
　
孝
司
　
氏
（
ヴ
ィ
オ
ラ
）

沖
田
　
千
春
　
氏
（
ピ
ア
ノ
）

２．

卒
業
式

・
卒
業
生
記
念
品
贈
呈

・
広
島
商
工
会
議
所
会
頭
メ
ッ
セ
ー
ジ
紹
介

・
卒
業
生
代
表
謝
辞

３．

卒
業
パ
ー
テ
ィ
ー

・
歓
談

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

事
業
報
告

音
楽
に
は
様
々
な
機
能
が
あ
り
ま

す
。
音
楽
を
聴
く
と
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

た
り
、
歌
っ
て
す
っ
き
り
し
た
り
、

楽
し
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ま
た
音

楽
は
誰
で
も
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る

多
様
性
や
、
一
緒
に
手
拍
子
を
す
る

な
ど
の
集
団
性
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど

で
見
ら
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

性
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
本
事
業
で
は

こ
の
よ
う
な
機
能
を
持
つ
音
楽
と
い

う
文
化
を
生
で
体
験
し
、
豊
か
な
心

を
育
む
と
と
も
に
、
音
楽
を
通
し
て
、
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広
島
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

広
島
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

広
島
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
３

開
催
日
時：
平
成
15
年
２
月
５
日
（
水
）

11：

00
〜
16：

00

開
催
場
所：

広
島
県
立
広
島
産
業
会
館
　
西
館
　
第
３
展
示
場

出

展

数：

40
団
体

入
場
者
数：

３
６
９
名

事
業
報
告
書

３
回
目
を
迎
え
た
こ
の
事
業
の
充
実
の
た
め
に

会
員
企
業
の
他
、
地
元
の
大
学
や
高
校
に
も
参
加
を

依
頼
し
会
員
企
業
の
産
学
連
携
の
可
能
性
を
模
索
で

き
な
い
か
と
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
大
学
か
ら
は
色
々

な
成
果
報
告
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
発
表
さ
れ
、

我
々
会
員
も
そ
の
可
能
性
を
見
い
だ
せ
た
の
で
は
な

。

、
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い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
会

員
相
互
の
業
務
内
容
の
情
報
交
換
も
進
み
更
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
深
ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

当
日
は
雨
混
じ
り
の
雪
の
影
響
で
来
場
者
が
伸
ば

せ
な
か
っ
た
の
が
残
念
で
す
。
今
回
の
反
省
点
と
し

て
は
出
展
企
業
の
た
め
の
駐
車
場
の
確
保
、
メ
デ
ィ

ア
等
で
の
一
般
来
場
者
の
促
進
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

ビ
ジ
ネ
ス
交
流
委
員
会
委
員
長
　
野
村
　
光
照
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国
内
視
察
研
修

日
　
　
時：

平
成
15
年
２
月
14
日
（
金
）・
15
日
（
土
）

研
修
内
容：

２
月
14
日
（
金
）

①
三
洋
電
機
岐
阜
事
業
所
視
察

大
規
模
太
陽
光
発
電
施
設
ソ
ー
ラ
ー
ア
ー
ク

及
び
太
陽
電
池
科
学
館
ソ
ー
ラ
ー
ラ
ボ
視
察

②
長
浜
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
の
懇
親
会

２
月
15
日
（
土
）

③
講
演
会
「
長
浜
の
市
街
地
再
生
と
活
性
化
」

講
師
　
長
浜
商
工
会
議
所
中
小
企
業
相
談
所

所
長
　
吉
井
　
茂
人
　
氏

④
黒
壁
ス
ク
エ
ア
視
察

参

加

数：

27
名
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委員長に聞く委員長に聞く

ニュービジネス研究委員会

幹　事：船崎　賀秀
１年間どうもありがとうございました。最初に電話が
あったとき、果たしてできるのだろうか、ととても不安

でした。ニュービジネス研究委員会は10月と12月は開催していませんが、
そのほか毎月委員会を開催。11月末にはホテル賀茂川荘で、泊りの委員
会も開催することができました。温泉に入って美味しいものを食べ、楽
しい思い出になりました。古田副会長や委員会のメンバーから、リーダ
ーシップというものを大いに学ばせていただきました。そういった学び
の機会をいただいた櫻井会長、そして委員会のメンバーの一人一人にも
心から感謝しております。飲みあり、学びありの充実した委員長経験で
ありました。

担 当 副 会 長：古田　裕三
副　委　員　長：浅木　珠美・篠原　敦子
委員会メンバー：

石原　由照・三島　弘之・岩崎　浩志・大川　明美・小田原卓哉
角田　　覚・川村　晏徳・木村　光寿・瀬戸　洋昭・田中　篤実
田中　博志・中谷　吉克・西　　智彦・長谷川晴信・普家　裕文
村上　賢二・森迫　泰弘・安武　郁夫・横田　哲郎・吉野　篤敬
米山　真和

体質強化研究委員会

幹　事：光廣　昌史
私たちの体質強化委員会では、それぞれの企業の体質
を向上させるために、税理士、社会保険労務士、その他

の経営コンサルタントのかたにきていただきいろいろな知識を得ること
ができました。
２月には、社会研修として博多を訪ね、企業経営のあり方を、みなが
ら夜に劇団四季の講演を拝見し、芸術のすばらしさを堪能しました。
委員会のメンバーの皆様どうもありがとうございました。

担 当 副 会 長：古田　裕三
委員会メンバー：

石井　清司・石井　　誠・石原　正人・上田　英司・大下　晃徳
大橋　優子・小笠原　淳・岡田　誠治・小川　和夫・木原　宏寿
久保　和浩・蔵本　正広・河本　康成・柴田壮太郎・関内　英嗣
中野　　徹・福田　正和・福場　英治・古岡　照康・見附　丈尚
宮 真・村井　宏文・山本　千曲・楪　　泰浩

渉外委員会

幹　事：下前　嘉彦
本年度は10月に広島県で初めてとなる中国ブロック大
会広島大会が開催され、過去最大となる1,132名の登録を

いただき盛会裡に終了することができました。一年間ありがとうござい
ました。

担 当 副 会 長：久保田貴八郎
委員会メンバー：

池田　昌己・上田　康晶・榎本　有紗・大森富士子・国重　和弘
車田　　聡・黒口　一成・甲島　　宏・佐伯　祐司・佐々木勝則
篠原　容子・高田　秀穂・中川　佳美・畑林　道和・日野佳恵子
松井　優和・丸岡　優介・森本　　宏

都市機能研究委員会

幹　事：田中　修司
当委員会では、機能についてハード面でなくソフト面
からどのような物がこの街に必要かという事を考えて見

ました。都市が機能するためのソフトとは…思いばかりが先走り、１年
間都市機能について皆さんと考えるという事があまり出来ないまま終わ
ってしまったような気がしております。皆さんと一緒に１つの事につい
て議論することは大変大切なことだと思いました。事業の中でも中長期
の課題を持って今後も皆さんの一員としてがんばっていきたいと思いま
す。委員会の皆さん、会員の皆さん今後とも宜しくお願いいたします。

担 当 副 会 長：熊本　裕子
委員会メンバー：

井村　孝志・浦田　隆之・尾川　　隆・尾� 弘之・川村　　聡
蔵田　　修・倉田　洋志・栗栖　伸行・栗原　竜一・小松　　剛
佐古　雄司・西村　大司・野崎　敏博・八條　範彦・原　　一博
張本　　暁・帆巻　俊之・増田　裕典・山根　政勝・渡邊　浩一

文化教育研究委員会

幹　事：佐々木祐二
１年を通して考えると前半は、海外から見た日本の文
化・教育について考えるために、大連外国語学院大学を

訪問して、中国と日本の教育に対する考え方を学生、教師両面でお話を
聞いてみると、あまりにも学生の姿勢の違いに驚きまた衝撃をうけた。
日本人以外の中国人を含めた外国人は、ほとんどの学生が必死に勉強に
勤しんでいるのに対して、日本人は、30％の学生が勉強をあまりしてい
ない。これは、日本人が戦後ハングリー精神でやってきた事を忘れまた、
日本人の悪い意味での新人類化が進んでいる最たるものである。
後半は、日本、広島の文化について考える中で音楽を通して日本の文
化を体感していただこうと、３月例会をビオラ奏者の沖田夫妻を招いて
やらせて頂いて、最後を締めくくらせて頂きました。
このことは、沖田夫妻の音楽により日本の文化の発祥である童謡から
最近の音楽などを聞かせていただいて、日本人の原点を体感していただ
きたいと思います。この日本の音楽を忘れない限りまだまだ、日本も希
望がもてるとおもいます。皆さんこの不景気に負けず頑張りましょう。
長いようで短かった一年でした。
一年間、皆さん色々ご協力頂きありがとうございました。

担 当 副 会 長：熊本　裕子
委員会メンバー：

伊川　鉄也・伊原　光信・尾崎　頼寿・影田　親司・加地　トミ
門田亜紀子・木下　良治・迫谷　浩司・正路　和久・武田　哲司
谷田　　茂・天満　栄至・豊福　祥一・中村　栄二・中本　真吾
中本　隆志・信藤　　薫・野村　康弘・林　　靖治・宮崎　宗明
宮原　英俊


